
ウインタースポーツで裏磐梯を満喫
　１月に入り、強い寒気が南下し停滞し
たことから、村内は一面の雪景色となりま
した。
　裏磐梯では、スキー、スノーボードやス
ノーシュー、ワカサギ釣りなどウインター
スポーツが大いに盛り上がりを見せてい
ます。
※東京農大生によるモニターツアーはP2参照。
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きたしおばらトピックス

予防消防に徹する　～平成29年北塩原村消防団出初め式～1月6日（金）
　平成29年北塩原村消防団出初め式が、村民体育館で

行われ、消防団員及び婦人消防隊合わせて約130名が

参加し、本年の無火災・無災害を祈りました。式の中

で、遠藤団長から「消防人としての任務を再確認し、団

員同士協力して予防消防に徹してください」と訓示があ

りました。

　出初め式の前には役場本庁舎周辺において、閲団式

及び分列行進を行い、団員のきびきびとした動きで日頃

の訓練の成果を確認しました。

　出初め式は消防関係者により全国各地で行われる仕

事始めの新春恒例行事の一つです。

学生に村をＰＲ　～東京農業大学モニターツアー～1月20日（金）～22日（日）
　村の地域活性化や農業振興について、首都圏の学生へのＰＲを図ろ

うと1月20日（金）～22日（日）に「東京農業大学モニターツアー」を行

いました。

　18名の学生が村を訪れ、村デイサービスセンターで利用者と学生が

一緒に花の寄せ植え活動を行い、笑顔が溢れました。

　21日の夕方には「プロが考える加工品」をテーマに交流フォーラムを

開催し、花豆のロールケーキなどが紹介されました。

　22日には中瀬沼スノートレッキングを行い、北塩原村の冬の魅力を

体験しました。

　村を何度も訪れた学生も多く、「北塩原村は食べ物が本当に美味し

い。また訪れたい」などの声があがりました。

▲デイサービスで笑顔

▲出初め式の様子

▲ペレットストーブで暖を取る家族

▲スノートレッキング

きたしおばらスポーツ大使として村の魅力を発信　～片山右京さんに感謝状贈呈～1月17日（火）
　平成28年11月末をもって「きたしおばらスポーツ大使」を退任され

た片山右京さんに感謝状を贈呈しました。

　片山さんは、平成24年より「きたしおばらスポーツ大使」として活

動され、裏磐梯ヒルクライム大会などの村内イベントへの参加や国内

外へ村の魅力を発信するなどのＰＲ活動を行っていただきました。

　片山さんは、「今後も自転車チームの合宿で裏磐梯を訪れ、復興の

お手伝いをしていきたい」とおっしゃっていました。

　長い間ありがとうございました。

　福島県森林環境交付金を活用して、コミュニティセンターにペレットス
トーブを設置しました。
　ペレットストーブの燃料は、木々を粉々に砕いて圧縮したペレットであ
るため地球温暖化防止に貢献しております。また、昔から日本の民家に
は囲炉裏やかまどがあり火は生活の中では欠かせないものでした。こ
のためか、火を見ると気持ちが穏やかになったり、癒されたり、会話が増
えるといった研究データもあるようです。役場にお立ち寄りの際にはぜ
ひペレットストーブで暖を取り癒されてみてはいかがでしょうか。

▲村長から感謝状を受け取る片山右京さん（左）

ペレットストーブ火のぬくもり

きたしおばら

魅 力発信！
から

■地域おこし協力隊活動報告■

　移住希望者、北塩原出身者で地元に戻って来たいと
思っている方（Uターン希望者）向けに、「情報発信する場
がほしい」という強い思いからこのサイトが出来ました。
１．「暮らし」・・・北塩原村の今を伝える
２．「人、場、働く」
　　①移住者や村民を紹介　②企業や団体を紹介　③求人情報を紹介
３．「住まい」・・・空き家バンクの登録物件情報を掲載
４．「イベント」・・・移住イベントを始め、村内イベント情報を掲載、募集
を掲載しています。
　サイト訪問者は、都道府県では福島県の方が一番多いですが、東京圏（東
京･神奈川･埼玉･千葉）で比較すると、福島県より多くの方がサイトを見に来
ています。
【北塩原村に暮らしてみたい】と思っていただける、①暮らし、②人、③企業･
団体、④住まいの魅力を伝えながら、各種イベントを企画・実行して、北塩
原村に足を運んでいただけるような流れになるようなサイトにしていきたいと
考えています。今後は皆様のご協力をいただく機会もあると思いますので、
よろしくお願いします。

第15回　移住サイト「きたしおばらぐらし」
　　　　　がオープンしました！

Monthly Reporter
勝川　清史
かつかわ　きよし
下吉地区在住・愛知県出身

空き家バンク最新状況報告（平成29年1月27日現在）
空き家バンク登録件数　7件（前月比±０）
登録物件問合せ件数　 15件（前月比＋８）
登録物件見学組数　　　3組（前月比＋３）

※空き家バンクは、住宅を始めペンションや店舗、
　そして土地のみの登録も可能です！

https://
kitashiobara-ijyu.net/
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健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ 教育課 ☎23-5237

公民館 ☎23-5236生涯学習だより

旬の食便り
【問合せ】　保健センター　☎２８－３７３３

　　　　　　　　2月のイベントにバレンタインデーがありま
す。日本人が1年間に消費するチョコレートの25％がこの日に
消費されるともいわれています。今回は板チョコとバナナを使
ったシンプルなチョコブラウニーを紹介します。

ポイント
・必ず下準備はしてお
きましょう。卵白の
泡を潰さないように
材料を手早く合わせ
ていきましょう。

～チョコレートの豆知識～
　チョコレートの原材料のカカオ豆には、活性酸素を除
去する働きのあるポリフェノールやリラックス効果のある
テオブロミンやギャバが含まれています。また、LDLコレ
ステロールを下げてくれるオレイン酸や他にもビタミン、
ミネラルなど健康にプラスになる成分が色々と含まれて
います。しかし高カロリーなので食べ過ぎには注意して上
手に健康に役立てていきましょう。

（１/8個分）　エネルギー/233ｋcal
タンパク質/4.9ｇ　脂質/12.3ｇ
作　り　方

①（下準備）薄力粉はふるって、卵は卵黄と卵白に分けておく。オーブンは 180℃に予熱する。
②バターを溶かしやすい大きさに切り、耐熱容器に入れレンジで柔らかく加熱する。
　（10 ～ 20 秒……様子を見ながら）
③チョコレートを割り、耐熱容器に入れ電子レンジで少し融け始めるまで様子を見ながら加熱する。
　（1 分 30 秒～ 2 分位）
④バナナを５㎜にスライスする。（12 枚は飾り用にとっておく）
⑤卵白をふわっとするまで泡だてる。砂糖の 1/3 を入れてさらに泡立てる。（角はたたなくて良い）
⑥卵黄に残りの砂糖を入れてすり混ぜる。（すぐに混ぜないとダマになるので注意）
⑦⑥に②と③を加えてしっかり混ぜる。そこに薄力粉を加えて混ぜる。
⑧⑦に⑤を合わせて優しく混ぜる。次にバナナを入れ泡を潰さないよう底から混ぜる。
⑨型に高さが同じになるように流し、飾り用のバナナをちらし、180℃のオーブンで 15 分焼く。反転させてさ

らに 15 分焼いて、竹串をさしてついてこなければ完成。（温度、焼き時間は機種によって調節する。）

板チョコレート 120ｇ
バター 50ｇ
卵（М） 3個
上砂糖 60ｇ
薄力粉 60ｇ
バナナ 2本

材料…18㎝角型

【バナナのチョコブラウニー】

【チョコレート】
今月の食材2月

※型が無いときは牛乳パック
を縦半分に切って２個にし、
中にオーブンシートをひけ
ば使えます。

今後予定している公民館事業のお知らせ

お気軽に村公民館までご連絡ください。

　飯舘村招待事業は１月２２日（日）、裏磐梯スキー場で開催さ

れ、飯舘村小中学生及び保護者２２名、北塩原村小学生及び保

護者４３名が参加しました。

　歓迎式は裏磐梯スキー場で行われ、鈴木教育長が歓迎の

言葉を述べた後、飯舘村の藤井教育課長があいさつをし、記

念品贈呈では代表して北原凜花さん（飯館村小学生）が鈴

木教育長より守り狐を受取りました。

　午前中は飯舘村の参加者のみでインストラクターの指導

を受けながらスキー＆スノーボード教室を行い、午後からは第

１回少年少女スキー教室に参加する村内の小学生と一緒に

スキー等を楽しみました。

　初めてスキーを体験する参加者もおり、雪の感触を確かめ

ながら交流を通してスキーを楽しんでいました。

　１月１３日（金）さくら幼稚園、裏磐梯幼稚園において、地元長寿

会のおじいちゃん、おばあちゃんと一緒にだんごさしをしました。

　子ども達はだんごさしの由来のお話しを聞き、色とりどりのだ

んごを丸め、大きなミズキの枝に飾りつけました。

　最後にはみんなできなこなどのお団子を口いっぱいに頬張り

だんごさしの余韻にひたるとともに、子ども達からお礼におじい

ちゃんらへ肩たたきをプレゼントしました。

①チャレンジスクール（南相馬市小学生との交流事業）
　○日程：２月１８日（土）
　○場所：裏磐梯サイトステーション他

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ
○問合せ

南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

＊尿が出始めるまでに時間がかかる
＊尿が出きらない感じ（残尿感）
＊夜間の尿の回数が多い
＊排尿の時に勢いがない

　排尿の悩みは加齢とともに増えますが、原因の多く
は前立腺肥大症によるものです。しかし、近年の日本
人は前立腺がんが急増しています。
　排尿に異常を感じたら、早めに専門医の受診をお勧
めします。
　南東北裏磐梯診療所には泌尿器科の医師が毎月
第２、第4の月曜日に来ています。前立腺腫瘍マーカー

（PSA）の検査も可能です。ご相談下さい。

前立腺の病気

　身体の不調は誰にでも起こりますが、
同じように「心の不調」も誰にでも起こり
ます。ご自分はもちろん、家族や大切な
方、周りの方で心配な人はいませんか？
　心の悩みや色々な不安を抱えている人
の発するサインになるべく早く気づき、
自分にできる「声かけ」「傾聴」など、対応
について一緒に学んでみましょう。
　また日頃の心のケアについても教えて
いただけます。

●対象者　意欲と心がけがあればどなたでも参加できます。
●日　時　３月１４日（火）　午後２時～３時３０分
●場　所　村保健センター
●演　題　「心の声を聴きましょう。～あなたならどうしますか？～（仮）
●講　師　木村　淳也先生（会津大学短期大学部）
●申込み　３月７日（火）までに保健センターへ電話でお申込み下さい。

○身体の不調
・休んでも疲れがとれない
・頭痛、胃痛がある
・動機、めまい、息苦しさがある
・食欲がない　など。

○心の不調
・いろいろな事に関心がなくなる
・気分の落ち込み、イライラがある
・あせりや怒りの感情が多くなった
・外出したがらない　など。

【心の声を聴きましょう～あなたならどうしますか？～】

▲スキーを通して冬の裏磐梯を満喫しました

▲皆でだんごや飾り物を枝にたくさん付けました

▲地元のおじいちゃん、おばあちゃんにだんごさし
　の由来について教えてもらいました

だんごさし

飯舘村招待事業『心の健康講演会のお知らせ』

身体と心は密接に関連しているため、同時に不調になることもあります。早目に気づき、早目の対処（相談機関へのつなぎ）が肝心です。

「身体の不調」と「心の不調」について心の健康まめ知識

男性でこんな症状はありませんか？

「北塩原村雪っ子体験」＆
 第１回少年少女スキー教室
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健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ 教育課 ☎23-5237

公民館 ☎23-5236生涯学習だより

旬の食便り
【問合せ】　保健センター　☎２８－３７３３

　　　　　　　　2月のイベントにバレンタインデーがありま
す。日本人が1年間に消費するチョコレートの25％がこの日に
消費されるともいわれています。今回は板チョコとバナナを使
ったシンプルなチョコブラウニーを紹介します。

ポイント
・必ず下準備はしてお
きましょう。卵白の
泡を潰さないように
材料を手早く合わせ
ていきましょう。

～チョコレートの豆知識～
　チョコレートの原材料のカカオ豆には、活性酸素を除
去する働きのあるポリフェノールやリラックス効果のある
テオブロミンやギャバが含まれています。また、LDLコレ
ステロールを下げてくれるオレイン酸や他にもビタミン、
ミネラルなど健康にプラスになる成分が色々と含まれて
います。しかし高カロリーなので食べ過ぎには注意して上
手に健康に役立てていきましょう。

（１/8個分）　エネルギー/233ｋcal
タンパク質/4.9ｇ　脂質/12.3ｇ
作　り　方

①（下準備）薄力粉はふるって、卵は卵黄と卵白に分けておく。オーブンは 180℃に予熱する。
②バターを溶かしやすい大きさに切り、耐熱容器に入れレンジで柔らかく加熱する。
　（10 ～ 20 秒……様子を見ながら）
③チョコレートを割り、耐熱容器に入れ電子レンジで少し融け始めるまで様子を見ながら加熱する。
　（1 分 30 秒～ 2 分位）
④バナナを５㎜にスライスする。（12 枚は飾り用にとっておく）
⑤卵白をふわっとするまで泡だてる。砂糖の 1/3 を入れてさらに泡立てる。（角はたたなくて良い）
⑥卵黄に残りの砂糖を入れてすり混ぜる。（すぐに混ぜないとダマになるので注意）
⑦⑥に②と③を加えてしっかり混ぜる。そこに薄力粉を加えて混ぜる。
⑧⑦に⑤を合わせて優しく混ぜる。次にバナナを入れ泡を潰さないよう底から混ぜる。
⑨型に高さが同じになるように流し、飾り用のバナナをちらし、180℃のオーブンで 15 分焼く。反転させてさ

らに 15 分焼いて、竹串をさしてついてこなければ完成。（温度、焼き時間は機種によって調節する。）

板チョコレート 120ｇ
バター 50ｇ
卵（М） 3個
上砂糖 60ｇ
薄力粉 60ｇ
バナナ 2本

材料…18㎝角型

【バナナのチョコブラウニー】

【チョコレート】
今月の食材2月

※型が無いときは牛乳パック
を縦半分に切って２個にし、
中にオーブンシートをひけ
ば使えます。

今後予定している公民館事業のお知らせ

お気軽に村公民館までご連絡ください。

　飯舘村招待事業は１月２２日（日）、裏磐梯スキー場で開催さ

れ、飯舘村小中学生及び保護者２２名、北塩原村小学生及び保

護者４３名が参加しました。

　歓迎式は裏磐梯スキー場で行われ、鈴木教育長が歓迎の

言葉を述べた後、飯舘村の藤井教育課長があいさつをし、記

念品贈呈では代表して北原凜花さん（飯館村小学生）が鈴

木教育長より守り狐を受取りました。

　午前中は飯舘村の参加者のみでインストラクターの指導

を受けながらスキー＆スノーボード教室を行い、午後からは第

１回少年少女スキー教室に参加する村内の小学生と一緒に

スキー等を楽しみました。

　初めてスキーを体験する参加者もおり、雪の感触を確かめ

ながら交流を通してスキーを楽しんでいました。

　１月１３日（金）さくら幼稚園、裏磐梯幼稚園において、地元長寿

会のおじいちゃん、おばあちゃんと一緒にだんごさしをしました。

　子ども達はだんごさしの由来のお話しを聞き、色とりどりのだ

んごを丸め、大きなミズキの枝に飾りつけました。

　最後にはみんなできなこなどのお団子を口いっぱいに頬張り

だんごさしの余韻にひたるとともに、子ども達からお礼におじい

ちゃんらへ肩たたきをプレゼントしました。

①チャレンジスクール（南相馬市小学生との交流事業）
　○日程：２月１８日（土）
　○場所：裏磐梯サイトステーション他

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ
○問合せ

南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

＊尿が出始めるまでに時間がかかる
＊尿が出きらない感じ（残尿感）
＊夜間の尿の回数が多い
＊排尿の時に勢いがない

　排尿の悩みは加齢とともに増えますが、原因の多く
は前立腺肥大症によるものです。しかし、近年の日本
人は前立腺がんが急増しています。
　排尿に異常を感じたら、早めに専門医の受診をお勧
めします。
　南東北裏磐梯診療所には泌尿器科の医師が毎月
第２、第4の月曜日に来ています。前立腺腫瘍マーカー

（PSA）の検査も可能です。ご相談下さい。

前立腺の病気

　身体の不調は誰にでも起こりますが、
同じように「心の不調」も誰にでも起こり
ます。ご自分はもちろん、家族や大切な
方、周りの方で心配な人はいませんか？
　心の悩みや色々な不安を抱えている人
の発するサインになるべく早く気づき、
自分にできる「声かけ」「傾聴」など、対応
について一緒に学んでみましょう。
　また日頃の心のケアについても教えて
いただけます。

●対象者　意欲と心がけがあればどなたでも参加できます。
●日　時　３月１４日（火）　午後２時～３時３０分
●場　所　村保健センター
●演　題　「心の声を聴きましょう。～あなたならどうしますか？～（仮）
●講　師　木村　淳也先生（会津大学短期大学部）
●申込み　３月７日（火）までに保健センターへ電話でお申込み下さい。

○身体の不調
・休んでも疲れがとれない
・頭痛、胃痛がある
・動機、めまい、息苦しさがある
・食欲がない　など。

○心の不調
・いろいろな事に関心がなくなる
・気分の落ち込み、イライラがある
・あせりや怒りの感情が多くなった
・外出したがらない　など。

【心の声を聴きましょう～あなたならどうしますか？～】

▲スキーを通して冬の裏磐梯を満喫しました

▲皆でだんごや飾り物を枝にたくさん付けました

▲地元のおじいちゃん、おばあちゃんにだんごさし
　の由来について教えてもらいました

だんごさし

飯舘村招待事業『心の健康講演会のお知らせ』

身体と心は密接に関連しているため、同時に不調になることもあります。早目に気づき、早目の対処（相談機関へのつなぎ）が肝心です。

「身体の不調」と「心の不調」について心の健康まめ知識

男性でこんな症状はありませんか？

「北塩原村雪っ子体験」＆
 第１回少年少女スキー教室
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村の情報案内板

　村長とお話しませんか。下記の日
程で村長室を開放しますので、お気
軽にお越しください。

村長室へようこそ！

2月20日（月）　8：30～10：00

●問合せ
　　企画室　☎23─3112
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戸　籍　の　窓　口

 ２月 １１日 （土） 内科消化器科みつはし医院 ………☎21-1311

 ２月 １２日 （日） 山田産婦人科医院 …………………☎22-6300

 ２月 １９日 （日） ゆうゆうクリニック ……………………☎22-2111

 ２月 ２６日 （日） 渡辺小児科医院 ……………………☎22-3133

 ３月 ５日 （日） あきもと整形外科クリニック …………☎21-1515

 ２月 １１日 （土） 有隣病院 ……………………………☎24-5021

 ２月 １２日 （日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100

 ２月 １９日 （日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

 ２月 ２６日 （日） 有隣病院 ……………………………☎24-5021

 ３月 ５日 （日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

平成２9年2月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

　
３
月
５
日（
日
）14
時
〜
会
津
大
学
講

堂
に
て「
ロ
コ
モ
か
ら
教
わ
っ
た
大
切
な
こ

と
」市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。あ

な
た
の
身
近
な
医
師
が
講
演
し
、身
近
な

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
無
料
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
す
。

　
学
童
期
運
動
器
検
診
が
ス
タ
ー
ト
し
、

子
供
も
ロ
コ
モ
要
注
意
の
時
代
で
す
。簡

単
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法・対
処
法
を
紹
介

し
ま
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
入
場
無
料

●
問
合
せ

　
福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎（
0
2
4
2
）75
ー
2
1
0
0

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、お
悩

み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お
聞
き

し
、必
要
に
応
じ
弁
護
士・司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。相
談

は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。

　
ま
た
、国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸

金
業
を
営
む
、い
わ
ゆ
る「
ヤ
ミ
金
融
」に

は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。ご
利
用
さ
れ
て

い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預

貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
相
談
窓
口
　
福
島
市
松
木
町
13
ー
2

●
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所  

理
財
課

●
受
付
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

　
8
時
30
分
〜
12
時
、

　
13
時
〜
16
時
30
分（
原
則
と
し
て
）

書
の
作
成（
※
）が
簡
単
な
操
作
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
作
成
さ
れ
た
申
告
書
は
、e
ー
t
a
x

で
送
信
又
は
印
刷
し
て
郵
送
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
告
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項

　
確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は

「
復
興
特
別
所
得
税
額
」の
記
載
漏
れ
の

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
税
務
署
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場
に

　
つ
い
て

　
税
務
署
内
に
確
定
申
告
作
成
会
場
を

設
営
し
ま
す
。会
場
で
は
、パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
、ご
自
身
で
申
告
書
を
作
成
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
場
所
　
喜
多
方
税
務
署
２
階
会
議
室

●
開
設
期
間
　
平
成
29
年
２
月
16
日（
木
）

　
〜
３
月
15
日（
水
）ま
で
の
平
日

※
会
場
開
設
前
は
、申
告
書
作
成
会
場
を

設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。少
人
数
の
職

員
で
の
対
応
と
な
り
、長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

会
場
開
設
期
間
中
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
開
設
時
間
　
９
時
〜
17
時

※
17
時
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、16
時

ま
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

（
注
）駐
車
場
の
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
に

　
つ
い
て

　
平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
等
の
申

告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と

な
り
ま
す
。ま
た
、提
出
の
際
に
は
本
人

確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

等
の
番
号
確
認
書
類
及
び
運
転
免
許
証

等
の
身
元
確
認
書
類
）の
提
示
又
は
写
し

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、e
ー
t
a
x
で
提
出
す
る
場
合

は
、本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の

添
付
は
不
要
で
す
。

●
問
合
せ
　
喜
多
方
税
務
署

●
電
話

　
☎（
0
2
4
）5
3
3
ー
0
0
6
4

　（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）

●「
出
前
講
座
」の
ご
案
内

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の
会

合
な
ど
に
お
伺
い
し
、「
お
こ
づ
か
い
帳
を

つ
け
よ
う（
小
学
生
向
け
）」「
日
本
の
財

政
を
考
え
よ
う（
一
般
・
高
齢
者
向
け
）」

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
防
止（
高
齢
者

向
け
）」な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
出
前
講

座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
合
せ

　
☎（
0
2
4
）5
3
5
ー
0
3
0
1
　

　（
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所 

総
務
課
）

●
冬
期
間
に
お
け
る
防
火
対
策
に
つ
い
て

　
冬
期
間
は
、暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
の

取
り
扱
い
が
増
え
、火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
と
な
り
ま
す
。火
の
取
扱
に
十
分

注
意
し
て
下
さ
い
。

●
積
雪
時
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
各
地
で
雪
害
に
よ
る
救
急
事
案
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、雪
崩
の
発
生
や
水

路
の
増
水
等
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、今
後
も

雪
害
事
故
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
喜
多
方
消
防
本
部
消
防
課

　
☎
22
ー
６
２
１
３

　
毎
年
、１
月
１
日
に
本
村
に
お
住
ま
い

の
方
は
、前
年
中
の
所
得
を
本
村
に
申
告

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
書
は
、村
県
民
税
の
課
税
資
料
並

　
☎
24
ー
5
0
5
0（
代
表
）

　
確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
は
、電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。音
声

案
内
の
後
、「
０
番
」を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

●
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
割
引
に
つ
い
て

　
タ
ク
シ
ー
会
社
が
運
行
す
る
車
両
に

乗
車
し
た
際
に
、障
害
者
割
引
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象
者

●
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

●
療
育
手
帳
所
持
者

＊
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
に
つ
い
て
は
、

タ
ク
シ
ー
会
社
に
よ
り
割
引
の
有
無
が

異
な
り
ま
す
の
で
、直
接
タ
ク
シ
ー
会

社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
割
引
内
容

　
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
１
割
引
に
な
り
ま

す
。

●
利
用
方
法

　
お
持
ち
の
手
帳
を
乗
務
員
さ
ん
に
提

示
し
て
割
引
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、各
タ
ク
シ
ー
会
社
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
皆

様
へ

　
国
民
年
金
基
金
は
、自
営
業
の
方
や
そ

の
家
族
、自
由
業
、学
生
な
ど
の
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ
と

り
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、国
民
年

金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。

　
加
入
で
き
る
方
は
、国
民
年
金
に
加
入

び
に
国
民
健
康
保
険
税
等
の
算
出
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、収
入（
所
得
）が
な
い

場
合
で
も
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。申

告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
未
申
告
者

と
み
な
さ
れ
、所
得
証
明
等
の
発
行
が
で

き
な
い
な
ど
、一
部
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
住
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、

本
村
に
住
所
が
あ
る
方

※
た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
さ
れ
た
方

②
１
箇
所
の
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、勤

務
先
か
ら
本
村
へ
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
が
あ
る
方（
提
出
の
有
無
は
勤

務
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

③
一つ
の
公
的
年
金
の
み
の
方
で
、他
に
所

得
や
控
除
が
な
い
方

●
申
告
期
間

　
村
で
の
申
告
受
付
期
間
は
、２
月
10
日

（
金
）か
ら
３
月
15
日（
水
）ま
で
と
な
り

ま
す
。

●
注
意
事
項

　
平
成
29
年
度（
平
成
28
年
分
）の
確
定

申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま

た
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
で
き

る
書
類
等
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
合
せ

　
申
告
関
係
に
不
明
な
点
が
あ
る
際
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
　
☎
23
ー
３
１
１
４

●
確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
便
利
で
す
！

　
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w

.nta.go.jp

）の「
確
定
申

告
書
等
作
成
　
コ
ー
ナ
ー
」か
ら
、申
告

し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
お

よ
び
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

　
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
終
身
年
金
が
基
本
で
す
の
で
、長
い

老
後
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
、所

得
税
と
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。受
け

取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、税
制
面
で
優
遇
さ
れ

ま
す
。

　
万
が
一早
期
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、家
族

に
遺
族
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す（
一
部
の

年
金
タ
イ
プ
を
除
く
）。遺
族
一時
金
は
全

額
非
課
税
で
す
。

　
加
入
し
た
時
に
確
定
し
た
掛
金
額
と

年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん（
口
数
を
変
更

し
な
い
場
合
、60
歳
ま
で
お
支
払
い
の
場

合
）。

　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
、年
金
額

や
受
取
期
間
を
設
計
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ

　
福
島
県
国
民
年
金
基
金

　
☎
0
1
2
0
ー
55
ー
4
1
9
2

　
〒
9
6
0
ー
8
0
4
3

　
福
島
市
中
町
1
番
15
号

　
中
町
ビ
ル
5
F

　http://w
w

w
/fnpf.or.jp/

武　藤　大　和（男・聖　文）北山二区

内　海　千　歳（重　正・母）北山一区
高　橋　チヨ子（秀　雄・母）下　　吉
岩　渕　曠　意（正　晃・父）北山三区
西　田　武　光（千　惠・夫）狐 鷹 森
小　椋　秀　雄（修　一・父）狐 鷹 森

お悔やみ申し上げます

や　ま　と

●人　口　　男…… １，４７4人
　　　　　　女…… １，４47人
　　　　　　計……２，９21人（前月比 ＋8）
●世帯数……………１，100戸 （前月比 ＋8）
●転　入…　20人　●転　出…　  8人
●出　生…　  1人　●死　亡…　  5人

お誕生おめでとう！

〈お詫びと訂正〉 2017年1月発行　11ページ今月のみいつけた！本文中「リオデジェネイロ」
とあるのは「リオデジャネイロ」の誤りです。お詫びして訂正します。

お
知
ら
せ
・
募
集

市
民
公
開
講
座

「
多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る
相
談

窓
口
」及
び「
出
前
講
座
」に
つ
い
て

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

お
知
ら
せ
で
す
！

喜
多
方
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

税

住
民
税（
村
県
民
税
）の
申
告
に
つ
い
て

平
成
28
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す

冴
ゆ
る
夜
し
ま
い
の
風
呂
の
一
人
言 

中
川

　幸
恵

年
は
い
ら
ぬ
と
言
ひ
つ
つ
祀
る
歳
の
神 

内
海

　怜
子

日
足
伸
ぶ
共
通
一
次
に
向
ふ
音 

遠
藤

　聖
一
郎

鮭
も
ど
る
人
う
ち
棄
て
し
ふ
る
さ
と
に 

鈴
木

　隆
一
郎

年
明
け
の
い
つ
も
の
や
ふ
に
三
ケ
日 

佐
藤

　信
子

寒
中
な
れ
ど
朝
の
散
歩
を
日
課
と
す 

武
藤

　敏
子

福
祉

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

年
金
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村の情報案内板

　村長とお話しませんか。下記の日
程で村長室を開放しますので、お気
軽にお越しください。

村長室へようこそ！

2月20日（月）　8：30～10：00

●問合せ
　　企画室　☎23─3112

大
塩

　赤
城

　セ
イ
子

テ
レ
ビ
に
て

　歌
会
初
め

　聞
き
い
り
つ

　千
年
の
重
み

　思
い
あ
た
ら
に

大
塩

　高
橋

　み
す
江

山
里
に

　エ
ミ
ュ
ー
迎
え
た

　川
前
は

　夢
ふ
く
ら
み
て

　福
寿
草
待
つ

大
塩

　鈴
木

　タ
ケ
子

昔
か
ら

　憧
れ
だ
っ
た

　さ
ざ
ん
か
の

　鉢
買
い
求
め

　は
が
き
に
写
し

大
塩

　鈴
木

　み
ち
子

厳
寒
の

　庭
に
真
っ
赤
な

　実
を
付
け
て

　万
年
青
哀
れ

　鳥
が
啄
む

下
川
前

　赤
城

　弘
美

妣
に
似
た

　仕
草
に
気
付
け
ば

　同
じ
坂

　超
え
行
く
背
中

　追
う
我
が
い
る

大
塩

　穴
沢

　エ
ミ
子

幼
き
日

　想
い
浮
か
べ
て

　編
む
ベ
ス
ト

　逢
え
る
日
待
ち
て

　時
は
過
ぎ
行
く

桧
原

　佐
藤

　文
世

暖
冬
と

　云
い
ど
も

　節
は
忘
れ
な
い

　こ
れ
か
ら
先
の

　吹
雪
の
日
々

北
山

　佐
藤

　裕
子

新
年
を

　家
族
揃
い
て

　迎
え
る
と

　記
念
写
真
に

　納
め
て
笑
顔

桧
原

　佐
々
木

　キ
ミ
子

賀
状
で
の

　年
に
一
度
の

　便
り
で
も

　友
と
の
交
流

　途
絶
え
ず
交
わ
す

大
塩

　高
橋

　郁
子

お
だ
や
か
に

　新
年
迎
え

　幸
せ
を

　鎮
守
様
に
と

　拝
む
鳥
居
前

北
山

　武
藤

　敏
子

お
み
く
じ
を

　引
い
て
開
け
ば

　末
吉
な
り

　こ
の
一
年
を

　目
標
と
せ
ん

桧
原

　穴
沢

　泰
子

初
春
の

　若
水
汲
み
て

　さ
く
ら
湯
を

　平
穏
願
っ
て

　両
手
で
頂
く

上
川
前

　大
竹

　英
子

歳
重
ね

　気
ま
ま
に
過
す

　コ
タ
ツ
入
り

　気
の
向
く
ま
ま
に

　手
に
す
る
毛
糸

大
塩

　五
十
嵐

　良
子

お
正
月
を

　迎
え
る
事
の

　喜
び
も

　又
年
重
ね

　心
淋
し
も大

塩

　渡
部

　新
一

明
日
は
デ
ー

　宅
配
便
の

　セ
ー
タ
ー
着

　年
が
い
も
な
く

　と
き
め
き
覚
ゆ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　 

７
期
分

住
宅
使
用
料
　 

２
月
分

上
下
水
道
使
用
料

　
　
　
　
　
　 

１
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金

　
　
　
　
　
　 

４
期
分

国
民
年
金
　
　 

１
月
分

　
今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
２
月
24
日（
金
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
大
塩
）

　
☎
33
―
2
4
0
6
　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
し
ま
す
。

戸　籍　の　窓　口

 ２月 １１日 （土） 内科消化器科みつはし医院 ………☎21-1311

 ２月 １２日 （日） 山田産婦人科医院 …………………☎22-6300

 ２月 １９日 （日） ゆうゆうクリニック ……………………☎22-2111

 ２月 ２６日 （日） 渡辺小児科医院 ……………………☎22-3133

 ３月 ５日 （日） あきもと整形外科クリニック …………☎21-1515

 ２月 １１日 （土） 有隣病院 ……………………………☎24-5021

 ２月 １２日 （日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100

 ２月 １９日 （日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

 ２月 ２６日 （日） 有隣病院 ……………………………☎24-5021

 ３月 ５日 （日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

平成２9年2月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

　
３
月
５
日（
日
）14
時
〜
会
津
大
学
講

堂
に
て「
ロ
コ
モ
か
ら
教
わ
っ
た
大
切
な
こ

と
」市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。あ

な
た
の
身
近
な
医
師
が
講
演
し
、身
近
な

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
無
料
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
す
。

　
学
童
期
運
動
器
検
診
が
ス
タ
ー
ト
し
、

子
供
も
ロ
コ
モ
要
注
意
の
時
代
で
す
。簡

単
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法・対
処
法
を
紹
介

し
ま
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
入
場
無
料

●
問
合
せ

　
福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎（
0
2
4
2
）75
ー
2
1
0
0

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、お
悩

み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お
聞
き

し
、必
要
に
応
じ
弁
護
士・司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。相
談

は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。

　
ま
た
、国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸

金
業
を
営
む
、い
わ
ゆ
る「
ヤ
ミ
金
融
」に

は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。ご
利
用
さ
れ
て

い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預

貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
相
談
窓
口
　
福
島
市
松
木
町
13
ー
2

●
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所  

理
財
課

●
受
付
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

　
8
時
30
分
〜
12
時
、

　
13
時
〜
16
時
30
分（
原
則
と
し
て
）

書
の
作
成（
※
）が
簡
単
な
操
作
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
作
成
さ
れ
た
申
告
書
は
、e
ー
t
a
x

で
送
信
又
は
印
刷
し
て
郵
送
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
告
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項

　
確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は

「
復
興
特
別
所
得
税
額
」の
記
載
漏
れ
の

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
税
務
署
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場
に

　
つ
い
て

　
税
務
署
内
に
確
定
申
告
作
成
会
場
を

設
営
し
ま
す
。会
場
で
は
、パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
、ご
自
身
で
申
告
書
を
作
成
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
場
所
　
喜
多
方
税
務
署
２
階
会
議
室

●
開
設
期
間
　
平
成
29
年
２
月
16
日（
木
）

　
〜
３
月
15
日（
水
）ま
で
の
平
日

※
会
場
開
設
前
は
、申
告
書
作
成
会
場
を

設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。少
人
数
の
職

員
で
の
対
応
と
な
り
、長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

会
場
開
設
期
間
中
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
開
設
時
間
　
９
時
〜
17
時

※
17
時
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、16
時

ま
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

（
注
）駐
車
場
の
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
に

　
つ
い
て

　
平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
等
の
申

告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と

な
り
ま
す
。ま
た
、提
出
の
際
に
は
本
人

確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

等
の
番
号
確
認
書
類
及
び
運
転
免
許
証

等
の
身
元
確
認
書
類
）の
提
示
又
は
写
し

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、e
ー
t
a
x
で
提
出
す
る
場
合

は
、本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の

添
付
は
不
要
で
す
。

●
問
合
せ
　
喜
多
方
税
務
署

●
電
話

　
☎（
0
2
4
）5
3
3
ー
0
0
6
4

　（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）

●「
出
前
講
座
」の
ご
案
内

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の
会

合
な
ど
に
お
伺
い
し
、「
お
こ
づ
か
い
帳
を

つ
け
よ
う（
小
学
生
向
け
）」「
日
本
の
財

政
を
考
え
よ
う（
一
般
・
高
齢
者
向
け
）」

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
防
止（
高
齢
者

向
け
）」な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
出
前
講

座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
合
せ

　
☎（
0
2
4
）5
3
5
ー
0
3
0
1
　

　（
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所 

総
務
課
）

●
冬
期
間
に
お
け
る
防
火
対
策
に
つ
い
て

　
冬
期
間
は
、暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
の

取
り
扱
い
が
増
え
、火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
と
な
り
ま
す
。火
の
取
扱
に
十
分

注
意
し
て
下
さ
い
。

●
積
雪
時
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
各
地
で
雪
害
に
よ
る
救
急
事
案
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、雪
崩
の
発
生
や
水

路
の
増
水
等
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、今
後
も

雪
害
事
故
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
喜
多
方
消
防
本
部
消
防
課

　
☎
22
ー
６
２
１
３

　
毎
年
、１
月
１
日
に
本
村
に
お
住
ま
い

の
方
は
、前
年
中
の
所
得
を
本
村
に
申
告

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
書
は
、村
県
民
税
の
課
税
資
料
並

　
☎
24
ー
5
0
5
0（
代
表
）

　
確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
は
、電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。音
声

案
内
の
後
、「
０
番
」を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

●
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
割
引
に
つ
い
て

　
タ
ク
シ
ー
会
社
が
運
行
す
る
車
両
に

乗
車
し
た
際
に
、障
害
者
割
引
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象
者

●
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

●
療
育
手
帳
所
持
者

＊
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
に
つ
い
て
は
、

タ
ク
シ
ー
会
社
に
よ
り
割
引
の
有
無
が

異
な
り
ま
す
の
で
、直
接
タ
ク
シ
ー
会

社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
割
引
内
容

　
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
１
割
引
に
な
り
ま

す
。

●
利
用
方
法

　
お
持
ち
の
手
帳
を
乗
務
員
さ
ん
に
提

示
し
て
割
引
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、各
タ
ク
シ
ー
会
社
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
皆

様
へ

　
国
民
年
金
基
金
は
、自
営
業
の
方
や
そ

の
家
族
、自
由
業
、学
生
な
ど
の
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ
と

り
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、国
民
年

金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。

　
加
入
で
き
る
方
は
、国
民
年
金
に
加
入

び
に
国
民
健
康
保
険
税
等
の
算
出
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、収
入（
所
得
）が
な
い

場
合
で
も
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。申

告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
未
申
告
者

と
み
な
さ
れ
、所
得
証
明
等
の
発
行
が
で

き
な
い
な
ど
、一
部
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
住
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、

本
村
に
住
所
が
あ
る
方

※
た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
さ
れ
た
方

②
１
箇
所
の
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、勤

務
先
か
ら
本
村
へ
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
が
あ
る
方（
提
出
の
有
無
は
勤

務
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

③
一つ
の
公
的
年
金
の
み
の
方
で
、他
に
所

得
や
控
除
が
な
い
方

●
申
告
期
間

　
村
で
の
申
告
受
付
期
間
は
、２
月
10
日

（
金
）か
ら
３
月
15
日（
水
）ま
で
と
な
り

ま
す
。

●
注
意
事
項

　
平
成
29
年
度（
平
成
28
年
分
）の
確
定

申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま

た
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
で
き

る
書
類
等
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
合
せ

　
申
告
関
係
に
不
明
な
点
が
あ
る
際
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
　
☎
23
ー
３
１
１
４

●
確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
便
利
で
す
！

　
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w

.nta.go.jp

）の「
確
定
申

告
書
等
作
成
　
コ
ー
ナ
ー
」か
ら
、申
告

し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
お

よ
び
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

　
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
終
身
年
金
が
基
本
で
す
の
で
、長
い

老
後
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
、所

得
税
と
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。受
け

取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、税
制
面
で
優
遇
さ
れ

ま
す
。

　
万
が
一早
期
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、家
族

に
遺
族
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す（
一
部
の

年
金
タ
イ
プ
を
除
く
）。遺
族
一時
金
は
全

額
非
課
税
で
す
。

　
加
入
し
た
時
に
確
定
し
た
掛
金
額
と

年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん（
口
数
を
変
更

し
な
い
場
合
、60
歳
ま
で
お
支
払
い
の
場

合
）。

　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
、年
金
額

や
受
取
期
間
を
設
計
で
き
ま
す
。
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武　藤　大　和（男・聖　文）北山二区

内　海　千　歳（重　正・母）北山一区
高　橋　チヨ子（秀　雄・母）下　　吉
岩　渕　曠　意（正　晃・父）北山三区
西　田　武　光（千　惠・夫）狐 鷹 森
小　椋　秀　雄（修　一・父）狐 鷹 森

お悔やみ申し上げます

や　ま　と

●人　口　　男…… １，４７4人
　　　　　　女…… １，４47人
　　　　　　計……２，９21人（前月比 ＋8）
●世帯数……………１，100戸 （前月比 ＋8）
●転　入…　20人　●転　出…　  8人
●出　生…　  1人　●死　亡…　  5人

お誕生おめでとう！

〈お詫びと訂正〉 2017年1月発行　11ページ今月のみいつけた！本文中「リオデジェネイロ」
とあるのは「リオデジャネイロ」の誤りです。お詫びして訂正します。

お
知
ら
せ
・
募
集

市
民
公
開
講
座

「
多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る
相
談

窓
口
」及
び「
出
前
講
座
」に
つ
い
て

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

お
知
ら
せ
で
す
！

喜
多
方
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

税

住
民
税（
村
県
民
税
）の
申
告
に
つ
い
て

平
成
28
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す

冴
ゆ
る
夜
し
ま
い
の
風
呂
の
一
人
言 

中
川

　幸
恵

年
は
い
ら
ぬ
と
言
ひ
つ
つ
祀
る
歳
の
神 

内
海

　怜
子

日
足
伸
ぶ
共
通
一
次
に
向
ふ
音 

遠
藤

　聖
一
郎

鮭
も
ど
る
人
う
ち
棄
て
し
ふ
る
さ
と
に 

鈴
木

　隆
一
郎

年
明
け
の
い
つ
も
の
や
ふ
に
三
ケ
日 

佐
藤

　信
子

寒
中
な
れ
ど
朝
の
散
歩
を
日
課
と
す 

武
藤

　敏
子

福
祉

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

年
金
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～小野川～
　小野川は、百貫清水付近を源流とし、西大巓南側の山腹でいくつかの支流と出会い、小野
川湖に注ぎます。その中流では、高さ約25メートルの小野川不動滝を形成します。
　小野川不動滝周辺には、滝を目指して歩くことのできる小野川不動滝探勝路が整備されて
おり、トレッキングを楽しむことができます。沢沿いのミズナラやトチノキ、シナノキをはじめとす
る広葉樹林を抜け、続くスギ林を抜けると、そこには大迫力の小野川不動滝が鎮座していま
す。夏には、力強い水しぶきの爽快感を間近に味わうことができます。1月19日現在では、滝の
端が青く凍り付いた様子が見られました。これは、磐梯山銅沼付近のイエローフォールに対
し、ブルーフォールまたはブルーアイスとも呼ばれる冬ならではの光景です。
　そして、このような美しい川と滝が見られることには、地質的な背景も関係しています。西
大巓より幾度も流れ下った溶岩流と溶岩流の境界部が川となり、溶岩流の末端付近の急傾
斜を水流が落下することで滝となっているのです。
　大地と自然の恵みである小野川や小野川不動滝の美しい景観を、見に行ってみませんか？

～今回のジオパークフォーラムは、北塩原村が開催地～

参加申込は、
事前の申し込みが必要となります。
磐梯山ジオパーク協議会事務局
まで、電話かFAXで、お名前とご連
絡先を明記し、ご連絡ください。
　
磐梯山ジオパーク協議会事務局

（裏磐梯自然環境活用センター内）
TEL ０２４１-３２-３１８０
FAX ０２４１-３２-２９２７

平成29年２月24日（金）
時　間　10：30～　（開場受付　10：00）
会　場　裏磐梯レイクリゾート
参加費　1,000円
　☆１　磐梯山岩なだれカレーの昼食付き！
　☆２　磐梯山ジオチョコの型は、希望者にプレゼント！
　※型の数量には限りがあります。予めご了承ください。
主な内容
　10：30　第１部　基調講演
　11：45　昼　食　ランチ交流
　13：00　第２部　ジオカフェ
　15：30　終　了

北塩原村公民館成人セミナー（５）
「磐梯山ジオパークフォーラムに参加しよう！」からも参加者を大募
集中！参加しやすくなっています。公民館でも申し込みできます。

磐梯山を食べてみよう！フォーラム参加者を大募集

 あ な た も  

 層 や 地 質 に 興 味 が な く た っ て  

    一 緒 に 磐 梯 山 を ？  

     

/  

ジオガシ旅行団とは、
伊豆半島ジオパークの特徴的
な地層や地形を模したお菓子
を製作・販売し、「行く」「見る」

「食べる」の体験を通じジオ
パークを楽しんでもらう仕組み
作りを行なっている団体です。

基調講演＆
ジオカフェ講師

ジオガシ旅行団
　　　鈴木　美智子氏

基調講演＆
ジオカフェ講師

ジオガシ旅行団
　　　鈴木　美智子氏
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（写真は、イメージです。）


